
事 務 連 絡 
令和３年１月２６日 

 
各都道府県教育委員会事務主管課 御中 
 

文部科学省総合教育政策局国際教育課 
 

自治体及び学校におけるオンラインによる国際交流の好事例の収集について（依頼） 
 

平素より文部科学行政に対し御理解御協力賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、新型コロナウイルス感染症の影響により、実際の渡航を伴う国際交流が困難な状況が続

いております。 

 このような中、各自治体や学校においてオンラインによる国際交流の事例が増えてきている状

況を踏まえ、それらの好事例についてまとめ、文部科学省ホームページで広く紹介することを予

定しております。 

 各都道府県教育委員会におかれましては、御多用中のところ大変恐れ入りますが、下記を御確

認の上、事例の御提出をお願いいたします。 

 

記 

 
◆締 切： 令和３年２月１７日（水） １７時 

※ 御提出の際には、お手数ですが、各都道府県教育委員会事務主

管課が取りまとめていただきますようお願いいたします。 
◆様 式： 添付パワーポイント様式のとおり 
◆提 出 件 数： 各都道府県あたり、公私立各１校以上の御提出をお願いいたします。 
◆対象プログラム： ・ 各自治体や学校において、実際の渡航を伴う海外研修の代わりにオ

ンラインで実施する等、工夫を凝らした取組みを行った事例。なお、

当該海外研修が、文部科学省補助事業「国費高校生留学促進事業」

の採択プログラムであったか否かは問わない。 
・ 新型コロナウイルス感染症をめぐる状況に関わらず、以前よりオ

ンラインを活用した国際交流を行っていた事例。 
◆公 表 時 期： 文部科学省ホームページにおいて、本年３月までに公表予定。 

 
 お忙しい中大変恐縮ですが、御協力方、どうぞよろしくお願いいたします。 
 
 
 
 

【本件担当】 
文部科学省総合教育政策局国際教育課 
国際理解教育係  飯名 
〒100-8959 東京都千代田区霞が関３－２－２ 

電話 03-6734-3487 

E-mail： kouryu@mext.go.jp 



他
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関
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携
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19
89

(平
成

元
)年

11
月

松
本

市
と、

ネ
パ

ー
ル

カト
マン

ズ
市

とで
姉

妹
都

市
締

結
。

20
20

(令
和

2)
年

３
月

新
型

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

より
、学

校
主

催
の

語
学

研
修

の
中

止
が

決
定

。
同

年
８

月
～

９
月

オ
ンラ

イン
で

の
海

外
研

修
プロ

グ
ラム

の
実

施
を検

討
JI

CA
の

O
B等

に
よる

カト
マン

ズ
との

オ
ンラ

イン
研

修
、J

IC
A駒

ケ
根

との
施

設
使

用
・講

師
派

遣
に

つ
い

て
打

合
せ

キ
ック

オ
フイ

ベ
ント

（
ネ

パ
ー

ル
関

係
の

講
演

会
）

の
実

施
、参

加
生

徒
募

集
同

年
10

月
～

12
月

生
徒

に
よる

調
査

活
動

、現
地

イン
タビ

ュー
、課

題
発

見
と解

決
策

の
発

表
。ネ

パ
ー

ル
文

化
体

験
、留

学
生

との
交

流

【経
緯
】

学
校

主
催

の
語

学
研

修
(カ

ナ
ダ・

マレ
ー

シ
ア・

シ
ンガ

ポ
ー

ル
)が

中
止

され
た

代
替

とし
て

、J
IC

A駒
ケ

根
との

協
力

の
下

、ネ
パ

ー
ル

・カ
トマ

ンズ
市

（
松

本
市

の
姉

妹
都

市
）

と、
途

上
国

の
社

会
課

題
解

決
に

つ
い

て
、

20
20

(令
和

2)
年

10
月

～
12

月
の

5日
間

、
PB

L(
Pr

oj
ec

t  
Ba

se
d 

Le
ar

ni
ng

)を
実

施
。同

校
生

徒
9名

と長
野

県
内

W
W

L連
携

校
生

徒
17

名
の

合
計

26
名

が
、現

地
の

人
へ

の
オ

ンラ
イン

イン
タビ

ュー
や

、現
地

高
校

との
オ

ンラ
イン

セ
ッシ

ョン
を

行
い

、ネ
パ

ー
ル

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
た

後
、学

校
に

て
松

本
市

在
住

の
ネ

パ
ー

ル
人

留
学

生
等

との
交

流
を

行
った

。

学
校

連
絡

先
02

63
-3

2-
11

42

【工
夫
した
点
】

・
Ｗ

Ｗ
Ｌ

連
携

校
に

も
募

集
をか

け
、希

望
す

る
高

校
生

に
参

加
を募

った
。各

学
校

か
らの

オ
ンラ

イン
参

加
と集

合
研

修
をミ

ック
ス

して
実

施
した

。
・

で
きる

だ
け

現
地

の
雰

囲
気

を味
わ

え
る

よう
、J

IC
Aの

ネ
パ

ー
ル

人
講

師
に

よる
ネ

パ
ー

ル
語

講
座

や
、レ

ス
トラ

ンで
ネ

パ
ー

ル
料

理
を味

わ
うな

どの
文

化
体

験
プロ

グ
ラム

も
組

み
込

ん
だ

。

【今
後
の
課
題
】

・
交

流
の

様
子

等
を松

本
市

の
国

際
交

流
担

当
と共

有
し、

今
後

の
姉

妹
都

市
連

携
の

在
り方

に
つ

い
て

高
校

生
目

線
で

の
提

案
を行

う等
、校

内
だ

け
の

取
組

に
終

わ
らせ

な
い

よう
に

継
続

して
い

く。
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姉
妹
校
提
携
に
よ
る
取
組
み
【広
島
県
立
五
日
市
高
等
学
校
】

IC
Tを

活
用

した
高

等
学

校
等

に
お

け
る

国
際

交
流

の
事

例

【プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
】

・全
体

テ
ー

マ：
「新

型
コロ

ナ
ウイ

ル
ス

~
Ho

w
 h

as
 th

is 
pa

nd
em

ic
 c

ha
ng

ed
 o

ur
 li

ve
s?

~
」

・前
半

：
班

ご
とに

指
定

され
た

M
ee

tル
ー

ム
に

集
合

し、
ス

ライ
ドを

用
い

た
ミニ

プレ
ゼ

ンを
主

軸
に

意
見

交
換

。
・後

半
：

各
グ

ル
ー

プで
話

し合
った

内
容

を全
体

共
有

し、
次

回
まで

に
何

を調
べ

て
くる

の
か

報
告

。生
徒

た
ち

は
、次

の
オ

ンラ
イン

会
議

まで
の

間
に

、自
宅

で
それ

ぞ
れ

LI
NE

を使
って

アイ
デ

ィア
の

や
りと

りを
主

体
的

に
英

語
で

行
った

。
（

４
班

の
研

究
テ

ー
マ）

１
班

経
済

「自
粛

生
活

に
よる

消
費

活
動

の
委

縮
」

２
班

教
育

「『
新

しい
生

活
様

式
』の

下
で

求
め

られ
る

教
育

の
あ

り方
」

３
班

医
療

「衛
生

面
に

関
す

る
両

国
の

コロ
ナ

対
策

の
違

い
」

４
班

観
光

「グ
ロー

カル
ツー

リズ
ム

～
郷

土
料

理
をオ

ンラ
イン

で
味

わ
う」

・
フォ

ロー
アッ

プと
して

、全
体

で
「振

り返
り活

動
」を

行
い

、
校

内
向

け
壁

新
聞

「オ
ンラ

イン
交

流
で

学
ん

だ
こと

」を
作

成
し校

内
に

掲
示

した
。

【工
夫
した
点
】

・オ
タフ

クソ
ー

ス
株

式
会

社
や

宮
島

観
光

協
会

な
ど地

元
企

業
や

機
関

と連
携

を取
り、

助
言

を得
た

。

【今
後
の
課
題
】

・第
2期

交
流

事
業

とし
て

、
「オ

ンラ
イン

文
化

祭
」を

企
画

しス
ター

トさ
せ

て
い

る
。

内
容

を更
に

発
展

させ
る

とと
も

に
、校

内
に

お
け

る
教

育
活

動
とし

て
明

確
に

位
置

付
け

る
。

20
19

(令
和

元
)年

8月
イン

ドネ
シ

アの
チ

カル
・セ

カン
ダリ

ー
・ス

クー
ル

と姉
妹

校
提

携
を締

結
。

（
本

校
２

校
目

の
姉

妹
校

）
20

20
(令

和
2)

年
5月

12
月

の
イン

ドネ
シ

ア初
訪

問
が

、新
型

コロ
ナ

の
影

響
に

より
中

止
。3

年
生

の
生

徒
有

志
が

、ビ
デ

オ
会

議
ツー

ル
を活

用
した

ウェ
ブ会

議
を提

案
。

同
年

5月
～

7月
ウェ

ブ会
議

実
施

【経
緯
】

姉
妹

校
(イ

ンド
ネ

シ
ア)

訪
問

が
中

止
に

な
った

た
め

、そ
の

代
替

とし
て

、生
徒

の
提

案
に

よ
り、

ビデ
オ

会
議

ツー
ル

を用
い

た
、新

型
コロ

ナ
ウ

イル
ス

に
関

す
る

諸
問

題
（

経
済

・教
育

・医
療

・観
光

）
に

つ
い

て
の

両
校

で
の

協
働

学
習

を
実

施
。同

校
3学

年
の

生
徒

14
名

が
参

加
し、

20
20

(令
和

2)
年

5月
～

7月
に

か
け

て
定

期
的

(週
1回

)に
1時

間
程

度
実

施
。班

別
で

の
ス

ライ
ドを

用
い

た
プ

レゼ
ンテ

ー
シ

ョン
や

意
見

交
換

等
を

実
施

。

学
校

連
絡

先
08

2-
92

3-
41

81
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海
外
の
大
学
との
連
携
に
よ
る
取
組
み
【熊
本
県
教
育
委
員
会
】

IC
Tを

活
用

した
高

等
学

校
等

に
お

け
る

国
際

交
流

の
事

例

【プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
】

・4
日

間
の

プロ
グ

ラム
〇

Bu
sin

es
s 

& 
Te

ch
no

lo
gy

：
教

育
や

ビジ
ネ

ス
で

活
用

で
きる

通
信

技
術

に
つ

い
て

学
ぶ

。
〇

En
gl

ish
 L

an
gu

ag
e 

In
st

ru
ct

io
n：

大
学

レベ
ル

の
「話

す
」「

聞
く」

「読
む

」「
書

く」
技

能
を磨

く。
〇

Cu
ltu

ra
l E

ng
ag

em
en

t：
州

立
モン

タナ
大

学
の

学
生

や
地

域
住

民
と電

子
メー

ル
や

ビデ
オ

チ
ャッ

トを
通

して
交

流
や

アン
ケ

ー
ト調

査
を

行
い

、日
本

と異
な

る
文

化
に

つ
い

て
学

ぶ
。

・研
修

最
終

日
に

は
、学

ん
だ

こと
を州

立
モン

タナ
大

学
の

学
生

や
地

域
住

民
とグ

ル
ー

プデ
ィス

カッ
シ

ョン
す

る
機

会
を設

け
る

。
・受

講
証

明
書

の
発

行
※

参
加

生
徒

の
感

想
に

は
「現

地
の

学
生

と実
際

に
交

流
す

る
中

で
アメ

リカ
と日

本
の

相
違

点
を知

る
こと

が
で

きた
」な

ど好
意

的
な

感
想

多
数

。

20
13

(平
成

25
)年

6月
県

教
育

委
員

会
と米

国
モン

タナ
州

立
モン

タナ
大

学
の

間
で

、M
em

or
an

du
m

 o
f A

gr
ee

m
en

t に
基

づ
く派

遣
協

定
を

締
結

。そ
の

後
毎

年
、約

20
名

の
生

徒
を派

遣
し、

約
２

週
間

の
語

学
研

修
を実

施
。2

01
9（

令
和

元
）

年
度

まで
に

延
べ

14
4名

を
派

遣
。

20
20

(令
和

2)
年

6月
文

部
科

学
省

補
助

事
業

「グ
ロー

バ
ル

人
材

育
成

の
基

盤
形

成
事

業
(国

際
交

流
・留

学
環

境
整

備
事

業
)」

に
採

択
され

、留
学

機
運

醸
成

の
た

め
の

留
学

支
援

員
を県

教
育

委
員

会
に

配
置

。語
学

研
修

に
関

して
大

学
との

交
渉

を
担

当
し、

県
教

委
へ

助
言

。
同

年
6月

新
型

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

より
、2

02
0(

令
和

2)
年

度
の

モン
タナ

派
遣

研
修

の
中

止
が

決
定

。そ
の

後
、県

教
育

委
員

会
主

催
で

オ
ンラ

イン
開

催
を検

討
。定

員
を上

回
る

希
望

者
の

た
め

定
員

を4
0名

に
増

加
。

同
年

8月
オ

ンラ
イン

に
よる

語
学

研
修

・異
文

化
体

験
研

修
を開

始
。※

 留
学

支
援

員
が

ファ
シ

リテ
ー

タと
な

って
運

営
に

従
事

。

【経
緯
】

県
主

催
の

米
国

大
学

派
遣

プロ
グ

ラム
が

中
止

に
な

った
た

め
、そ

の
代

替
とし

て
、県

教
育

委
員

会
に

配
置

され
た

留
学

支
援

員
を

活
用

して
、

オ
ンラ

イン
に

よ
る

語
学

研
修

・異
文

化
体

験
研

修
(州

立
モ

ンタ
ナ

大
学

に
よ

る
大

学
レベ

ル
の

英
語

学
習

や
、異

文
化

を学
ぶ

研
修

)を
実

施
。

県
内

の
高

校
生

40
名

が
参

加
し、

20
20

(令
和

2)
年

8月
に

4日
間

の
日

程
(1

日
あ

た
り3

時
間

程
度

)で
実

施
。

【工
夫
した
点
】

・生
徒

と県
教

育
委

員
会

で
事

前
に

日
を設

け
て

Zo
om

接
続

確
認

・大
学

担
当

者
との

交
渉

は
電

子
メー

ル
に

より
準

備
・生

徒
20

名
に

対
し講

師
１

名
を依

頼
・小

グ
ル

ー
プで

生
徒

が
発

言
で

きる
機

会
の

確
保

・校
種

の
バ

ラン
ス

を考
え

た
参

加
生

徒
の

選
考

【今
後
の
課
題
】

・自
宅

等
で

イン
ター

ネ
ット

環
境

が
整

って
い

な
い

生
徒

へ
の

更
な

る
支

援

連
絡

先
09

6-
33

3-
27

05
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